
 名　　称 鹿沼市小中学校再編計画策定に向けた意見交換会（西大芦地区）について

 日　　時 令和 6 年 5 月２８日（火）19 時 00 分～19 時 50 分

 場　　所 西大芦コミュニティセンター

 出席者 参加者：１４名

 

内容及び 

結果等

【質問】 

再編に伴い、新しく学校を建てる地区と既存の校舎を利用する地区は決まっているか。 

【回答】 

現在の再編案で校舎の新設・更新を想定しているのは、西小学校と北犬飼中学校の

2 校である。 

西小学校は、改修していない小学校としては市内で最も古い建物となっており、今回の

再編計画に関わらず長寿命化の計画が元々あった。学校再編により、ほかの地区から子

どもが来る可能性があるため、長寿命化で大丈夫なのか、校舎を新設した方が良いのか

検討している段階である。内容が固まっていないため、はっきりとは示せない状況ではあ

るが、建物の更新は間違いなくあるものとご理解いただきたい。 

北犬飼中学校については、建物の更新が迫っており、一つの建物で 9 年間の義務教

育を行う「義務教育学校」を検討していることから、そういった教育をやりやすい建物の新

設を行っていきたい考えである。 

2 校以外の学校については、既存の校舎を利用する想定である。

 【意見】 

骨子 p.3 に学校の跡地活用を進めていく旨の記載があるが、既に統合された西大芦

小学校などは対象になっていないのか。 

また、学校が閉校になると、地域の過疎化が早く進んでいく。実際に西大芦では、学校

が無くなってから地域の人数がかなり減っている。学校は地域の基盤であり、閉校後の活

用や地域の過疎化対策などを並行して考えながら、再編を進めていただきたい。 

【回答】 

西大芦小の利活用について、お弁当やドローン、駐車場などの利用がされていることは

把握しており、市としても重要な課題と認識している。 

利活用の担当部局からは、西大芦小の活用も随時募集していると聞いている。旧コミ

センの解体も予算化され、一体的な活用が可能となることに期待しているとの話であっ

た。 

学校が無くなり地域が寂れることを不安に思われていることも認識しており、少しでも

活性化できるよう、市一体となって進めていきたい考えである。

 【意見】 

再編には賛成である。 

再編に伴いスクールバスを利用すると思うが、それだけでは保護者の不安解消にはな

らない。学校が終わった後の学童を充実させることが重要であり、対応いただきたい。 

【回答】 



 仰る通り、学校再編と学童の整備は重要な問題である。担当は別の部局となるが、市

役所一丸となって検討していきたい。

 【質問】 

市内の大規模校には子どもが多く、偏りすぎた状態になっていると思う。人口が減るこ

とを見込んでいるのかもしれないが、大規模校についても再編を考えなければ益々偏り

が大きくなってしまうのではないか。 

実際、大規模校では部活の人数が多く、十分な活動ができないといった問題が生じて

いる。大規模校の再編などの考えはないのか。 

【回答】 

大規模校について、様々な活動に制限を受ける課題があることは把握している。 

大規模校の解消を行うためには、通学区域の見直しでしか対応ができないが、見直し

を行うと様々な部分で大きな影響が出てしまう。こうした背景や将来的に人口減少が見

込まれることから、今回の前期計画の 5 年間においては「小規模校の解消」を優先し、

「大規模校の解消」については、後期計画の 5 年間で対応していく考えである。 

大規模校の解消を全く対応しないのではなく、後期に向け十分な検証を行っていくこと

をご理解いただきたい。

 【意見】 

とある研修で粕尾地区や板荷地区の方と話す機会があり、コミュニティの衰退をかな

り心配されていた。実際に西大芦地区では、小学校が無くなり若い世代が鹿沼市街に住

むようになった。 

自身としては、子ども達にとって同級生が少ないことは問題であり、再編には賛成であ

る。板荷地区では、小学校から中学校にそのまま上がるため、高校で阻害されるといった

話を以前から聞いており、ある程度の規模の小中学校は必要と考える。 

つまり、子ども達にとって再編は良いことであるが、地域のコミュニティとしてはどうかと

いった話がある。丁寧な説明をお願いしたい。 

【回答】 

地域の方や保護者の方と話合いを行いながら、丁寧に進めていきたい。

 【意見】 

パブリックコメントの実施を予定しているが、ＨＰ上だけでは高齢者が対応できない場

合がある。コミセンの窓口への設置等の対応もお願いしたい。 

【回答】 

いただいたご意見をもとに調整していく。

 【質問】 

今回集まっている方は自治会や民生委員が主だと思うが、保護者は対象になっていな

いのか。 

【回答】 

今回の意見交換会は、地域住民が対象であり、どなたでも参加できるものである。 



 なお、保護者を対象とした同様の意見交換会を 3 月に実施済みである。

 ～事務局から事務連絡～ 

1 いただいた意見は、全地区終了後、個人情報に配慮した形で HP 上に掲載させてい

ただく。 

2 今後のスケジュールとしては、６月までに全 15 地区の地域住民向け意見交換会を

実施し、７月からはいただいた意見を踏まえた検討、９月にパブリックコメントの実施、

１０月に計画策定を目指している。 

3 計画策定後は、改めて地域に訪問して説明を予定している。

 ＜閉会＞19：50

 

配布資料

・学校再編の目的 

・小中一貫教育について 

・鹿沼市小中学校再編計画骨子及び鹿沼市の小中学校の配置図 

・アンケート用紙


